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ω 「基金」の管理にはし、ろいろな問題点があるが，特に労働組合による管理には潜在
的な危険が存在していることが次の文献で指摘されている。 Pitz,K. H.ハ，Uberdie 
potentiellen Gefahren der {groBen Lるsung}des Vermるgensproblemsfir die gew-
erkschaftliche Lohnpolitik“， Gewerkschaftliche Monatshefte, 21. Jg., 1970, SS. 584 
-589. その場合でも「基金は公共的利害それ自体の参加の下で労働者によって管理
される」必要があるという見解もある（Schlotter,H. G., a. a. 0., S. 45.）。
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130. von Nell-Breuning, 0., Eigentumsbildung in Arbeiterhand, 1955, SS. 33-36. 
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とができるから，究極的にはそのときどきの財産分配状態と『万人に平等な財
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倒 Engels,W., Sablotny, H., Zickler, D., a. a. 0., SS. 163-164. 
「財産」の概念については，既述の概念の他には，例えば，次のような概念も示さ
れている。 ミー ノレハイムとヴィッケは， 「財産とは家屋およひ、土地の財産を含む個人
あるいは個人世帯（家計〉が自由に処分できる生産財と債務を除いた貨幣価値であら
わされる請求権との総体である」と定義する。 Mierheim,H. und Wicke, L., a. a. 




ensarten）が重要であると考える。 Oberhauser,A., Finanzpolitik und private Ver-
mogensverteilung, 1963, s. 14.この他にはボッシュ（Bosch），モリトー ル（Molitor),
アンデルゼン（Andersen）などが「財産」の概念を考察している。文献は前掲書の
ものが該当する。




ω 例えば，次の文献で示されている。Kiing,E., Eigentum und Ei gentumspolitik, 1965, 
SS. 28-42. Michel, H., Eigentumspolitik一一Voraussetzungenund 1Vz・rkungenaus 















これらの論議には反対論もあるが， とにかくすべての政党（特に DieCDU, 










の文献がある。 Kupper,H. -Uリ Grundlageneiner Theorie der betrieblichen Mitbe-
stimmung, 1974. Vetter, H. 0., Mitbestimmung一一！dee,Wege, Ziel, 1979. Tegtmeier, 
W., Wirkung der Mitbestimmung der Arbeitnehmer, 1973. 
（出例えば，次の文献で示されている。 Graetz,W., Demokrαtisierung der Wirtschaft 
durch Mi・tbestimmung一一Moglichkeitenund Grenzen eines Postulates in der Unt・－
ernehmu咋， 1974. von Alemann, U. (hrsgふ Partizi pation-Demokratisierung-
Mitbestimmung, 2. Auflage, 1978. 
側 ブリー フスの見解によれば， 「労働者の財産形成」理念は社会保険，共同決定に次
ぐ第3の偉大な理念であることが強調されている。 Briefs, G., Das Ge叩 ＇erkschafts・
problem gestern und heute, 1955, S. 86. 
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いかにして策定するかどうかにかかっている。 (1981. 1. 16) 
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